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（学歴・職歴）

昭和 34年 11月 15日 大阪府大阪市に生まれる

58年 3月 京都大学工学部土木工学科卒業

60年 3月 京都大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程修了

9月 31日 京都大学大学院工学研究科土木工学専攻博士課程中途退学

10月 1日 京都大学助手（防災研究所）

平成 2年 11月 京都大学工学博士

3年 1月 1日 京都大学助教授（防災研究所）

4年 1月 米国アイオワ大学訪問助教授（文部省在外研究員（若手））（同年11月まで）

12年 4月 1日 京都大学助教授（工学研究科環境地球工学専攻）

16年 10月 1日 京都大学教授（防災研究所）

27年 4月 1日 京都大学　防災研究所　副所長　（平成29年3月31日まで）

令和 3年 4月 1日 　　　　　同　　　　　所長　　（令和6年3月31日まで）

4月 1日 京都大学　経営協議会 委員　（令和4年9月30日まで）

4年 4月 1日 京都大学大学　副理事（宇治・隔地キャンパス担当）　（令和7年3月31日まで）

6年 7月 1日 京都大学　防災研究所　気候変動適応研究センター　センター長　（令和7年3月31日
まで）

7年 3月 31日 京都大学　退職

4月 1日 京都大学　総長特別補佐　名誉教授

4月 1日 一般財団法人　日本気象協会　顧問

（受賞）

平成 5年 3月 土木学会　水理委員会　水工学論文奨励賞

20年 1月 土木学会　関西支部　功労賞

24年 9月 水文・水資源学会　学術賞

28年 5月 日本気象学会　岸保賞

30年 11月 土木学会　水工学委員会　水工学論文賞

令和 元年 6月 土木学会　研究業績賞

元年 11月 土木学会水工学委員会　水工学論文賞

（学会（抜粋））

平成 11年 度 土木学会水工学委員会　水文部会長　（平成12年度まで）

17年 6月 実践水文システム研究会　理事

18年 8月 水文・水資源学会　総務委員長　（平成20年8月まで）

8月 水文・水資源学会　理事（10～12期）　（平成24年8月まで）

27年 度 土木学会　水工学委員会　委員長　（平成28年度まで）

中北　英一　教授　略歴
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30年 度 土木学会　水工学委員会　顧問

令和 2年 度 土木学会　水工学委員会　河川懇談会　座長

6年 度 日本工学会　フェロー

（委員（抜粋））

平成 元年 度 建設省　近畿建設局（国土交通省　近畿地方整備局）　深山レーダー雨量計システム
応用化研究会　委員　（平成21年度まで）

22年 度 　同　　委員長　（平成23年まで）

13年 度 石川県　犀川水系河川整備検討委員会河川計画専門部会　委員　（単年度）

16年 度 福井県　足羽川洪水災害調査対策検討会　委員　（単年度）

17年 度 滋賀県　面源負荷削除対策検討会　委員　（単年度）

18年 度 国立研究法人　防災科学技術研究所　客員研究員　　（平成19年度まで）

国土交通省　近畿地方整備局　水文観測委員会　委員　（平30年度前期まで）

30年(後期) 　　同　　委員長　（令和6年度後期まで）

18年 12月 国土交通省　九州地方整備局　九州北部レーダ精度解析検討会　座長　（平成22年3
月まで）

19年 度 国土交通省　社会資本整備審議会　河川分科会　気候変動に適応した治水対策検討小
委員会　専門委員　　（～平成27年度）

20年 6月 河川情報センター（国土交通省）　河川管理におけるレーダー活用検討会　委員

27年 6月 　　同　　座長代理

令和 7年 6月 　　同　　座長

平成 20年 12月 　　同　　Xバンドレーダー分科会　座長　（平成27年6月まで）

18年 12月 国土交通省　九州地方整備局　九州北部レーダ精度解析検討会　座長　（平成22年3
月まで）

19年 1月 国立シンガポール大学 (National University of Singapore)　熱帯海洋科学研究所
(Tropical Marine Science Institute)　客員研究教授 (Visiting Research
Professor)　　（平成20年3月まで）

21年 8月 国土交通省　河川技術評価委員会　地域課題評価分科会　委員

22年 1月 国土交通省　近畿地方整備局　地球温暖化に伴う大規模水害対策検討会　委員（平成
23年3月まで）

5月 山口県　局地的な集中豪雨に対応した治水対策検討委員会　委員　 (平成23年8月ま
で)

23年 3月 独立研究法人　防災科学技術研究所　気候変動に伴う極端気象に強い都市創りに関す
る運営委員会　委員　 (平成28年3月まで)

6月 損害保険料率算出機構　災害科学研究会 風水害部会　委員 　(平成25年3月まで)

9月 電源開発株式会社　新宮川ダム操作技術検討会　委員

10月 気象庁　静止衛星データ利用技術懇談会　委員 (平成31年3月まで)

24年 7月 名古屋大学 地球水循環研究センター　外部評価委員 委員長 　(平成25年3月まで)

25年 6月 損害保険料率算出機構　災害科学研究会 風水害部会　主査 (平成28年3月31まで，
2018年5月～2025年3月)

　　同　　災害科学研究会 委員長　（令和3年6月～2025年3月）

24年 7月 奈良県　地域防災計画検討委員会懇談会　委員 　(平成25年3月まで)

25年 8月 環境省　中央環境審議会　地球環境部会　気候変動影響評価等小委員会　専門委員

9月 茨城大学 地球変動適応科学研究機関（ICAS）外部評価委員　（平成26年3月まで）
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2月 国土交通省　近畿地方整備局　レーダ雨量計技術応用研究委員会　委員長 （令和7年年

3月まで）

27年 4月 国土交通省　社会資本整備審議会　河川分科会　臨時委員　　（令和3年2月まで）

4月 大野市　防災アドバイザー

5月 鉄道総合技術研究所　リサーチアドバイザー　　（平成30年3月まで）

7月 宇宙航空研究開発機構(JAXA)　地球観測研究センター　PMM利用検討委員会　委員
（令和2年9月まで）

11月 文部科学省　研究開発局　今後の気候変動研究の在り方に関する検討会　委員　　（平成29
年年3月まで）

28年 2月 国土交通省　社会資本整備審議会　河川分科会　河川整備基本方針検討小委員会　臨時委
員 　　（令和3年2月まで）

7月 和歌山県　避難対策ワークショップ運営の手引き検討会　委員　　(同年11月まで)

30年 2月 大阪府　河川整備審議会　高潮専門部会　部会長　　 (平成31年12月まで）

4月 国土交通省　気候変動を踏まえた治水計画に係わる技術検討会　委員　　（令和2年7月まで）

6月 気象庁・文部科学省　気候変動に関する懇談会　委員

8月 国土交通省　社会資本整備審議会　河川分科会　大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策検
討小委員会　臨時委員　　　（令和元年7月まで）

10月 国土交通省　中部地方整備局　中部地方水供給リスク管理検討会 委員　　（令和5年11月ま
で）

31年 1月 国土交通省　近畿地方整備局　淀川水系検証委員会　　（令和元年7月まで）

12月 環境省　近畿地方環境事務所　気候変動適応近畿広域協議会　委員

令和 2年 1月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　座長

平成 31年 3月 京都府・京都市　京都気候変動適応策の在り方研究会　委員長　　（令和元年9月まで）

令和 元年 5月 文部科学省　科学技術・学術審議会　研究計画・評価分科会　地球観測推進部会　臨時委員

7月 国土交通省　北海道開発局　北 海道地方における気候変動を踏まえた治水対 策技術検討会
委員　　（令和2年7月まで）

8月 大阪府　河川構造物等審議会　会長　　（令和3年2月まで）

8月 京都府　淀川水系の河川整備に関する京都府技術検討会　委員長　　（令和3年5月まで）

9月 農林水産省　農村振興局　農業農村整備における気候変動対策に関する研究会　専門委員

10月 国土交通省　社会資本整備審議会　河川分科会　気候変動を踏まえた水災害対策検討小委
員会　臨時委員　　　（令和2年7月まで）

10月 国土交通省　社会資本整備審議会　河川分科会　土砂災害防止対策小委員会　臨時委員
（令和3年2月まで）

12月 国土交通省　気候変動を踏まえた砂防技術検討会　委員

12月 国土交通省　気候変動を踏まえた都市浸水対策に関する検討会 　委員　　　（令和2年7月ま
で）

2年 9月 宇宙航空研究開発機構(JAXA)　地球観測研究センター　地球観測に関する科学アドバイザ
リー委員会　PMM分科会　委員

3年 2月 国土交通省　社会資本整備審議会　委員

　　　　　　　　　　　　同　　河川分科会 委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　河川整備基本方針検討小委員会　委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　土砂災害防止対策小委員会

　　　　　　　　　　　　同　　交通政策審議会 臨時委員

　　　　　　　　　　　　同　　環境部会 部会長代理
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4月 文部科学省　科学技術・学術審議会　研究計画・評価分科会　防災科学技術委員会　 臨時委
員　　（令和7年2月まで）

　　同　　環境エネルギー科学技術委員会　臨時委員　　（令和7年2月まで）

九州大学　応用力学研究所　運営協議委員会 委員　　(令和6年3月まで)

6月 JR東日本（日本鉄道施設協会）　鉄道防災検討委員会　委員

7月 内閣府　防災・減災分野における研究開発課題に係る有識者検討会　委員　　（令和4年3月ま
で)

9月 国立環境研究所　国立研究開発法人 国立環境研究所 外部研究評価委員会 委員

7年 9月 　　同　　副委員長

4年 6月 文部科学省　技術参与　（環境エネルギー科学技術研究担当）　　（令和7年6月まで)

7年 6月 　　同　　アドバイザー

4年 6月 公益財団法人　ひょうご震災記念21世紀研究機構　人と防災未来センター　事業評価委員会
委員　　（令和6年6月まで)

5年 6月 一般財団法人　河川情報センター　非常勤理事

11月 大阪市　気候変動を踏まえた新たな浸水対策のあり方検討会　座長

5年 度 内閣府　防災研究の中長期的なビジョンの精緻化及び研究開発テーマの策定に係る有識者
会議　委員

6年 4月 公益財団法人　ひょうご震災記念21世紀研究機構　人と防災未来センター　上級研究委員

5月 （株）日本工営　流域水管理事業部　顧問

7月 大阪府　河川審議会　治水部会　委員

12月 18日 国土交通省　国土審議会　特別委員

7年 2月 文部科学省　科学技術・学術審議会　委員

　　同　　研究計画・評価分科会　委員

　　　　　　　　　　同　　地球観測推進部会　部会長

　　　　　　　　　　同　　防災科学技術委員会　委員

　　　　　　　　　　同　　環境科学委員会　委員

3月 国土交通省　社会資本整備審議会　河川分科会　会長

　　　　　　　　　　同　　河川整備基本方針検討小委員会　委員長

　　　　　　　　　　同　　流域総合水管理のあり方検討小委員会　委員長　　（令和7年7月まで)

国土交通省　国土審議会　流域総合水管理のあり方検討部会　部会長  　　（令和7年7月まで)

7年 4月 1日 一般財団法人　河川情報センター　研究顧問

国立研究法人　情報通信研究機構　R&D アドバイザー
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論  文 

 
1 椎葉充晴・高棹琢馬・中北英一：移流モデルによる短時間降雨予測の検討,土木学会水理講演会論文集, 第

28巻, pp.349-354, 1984.  
2 高棹琢馬・椎葉充晴・中北英一・張 昇平：KINEMATIC WAVE モデルの集中化,土木学会水理講演会論

文集, 第29巻,  pp.239-244, 1985.  
3 中北英一・筒井雅行・池淵周一・高棹琢馬：降雨分布特性の気象力学的解析,土木学会水理講演会論文集, 

第32巻, pp.13-18, 1988.  
4 中北英一・椎葉充晴・池淵周一・高棹琢馬：三次元レーダー雨量計情報の可視化,土木学会論文集, 第393

号/II-9, pp.161-169, 1988.  
5 Nakakita, E., M. Shiiba, S. Ikebuchi, and T. Takasao: Advanced use into rainfall prediction of three-dimensionally 

scanning radar, Proc. of International Seminar on Water Resources Systems, Tomamu, Japan, pp.353-368, 1989.  
6 中北英一・椎葉充晴・池淵周一・高棹琢馬：３次元レーダーを利用した降雨予測手法の開発,土木学会水工

学論文集, 第34巻, pp.91-96, 1990.  
7 Nakakita, E., M. Shiiba, S. Ikebuchi, and T. Takasao: Advanced use into rainfall prediction of three-dimensionally 

scanning radar, Stochastic Hydrology and Hydraulics, 4, pp.135-150, 1990.  
8 Nakakita, E., M. Shiiba, S. Ikebuchi, and T. Takasao: Advanced use into rainfall prediction of three-dimensionally 

scanning radar, Hydrological Application of Weather Radar, Edited by I.C. Clukie and C. G. Coliier, pp.391-401, 
Ellis Horwood, 1991.  

9 中北英一・田中 実・椎葉充晴・池淵周一・高棹琢馬：３次元レーダーエコー強度情報を用いた水蒸気相

変化量と大気３次元風速の同時推定手法,土木学会水工学論文集, 第36巻, pp.483-488, 1992. （水工学論文

奨励賞受賞論文） 
10 Oishi, S., E. Nakakita, and S. Ikebuchi: Local rainfall prediction knowledge based on three-dimensional wind field 

estimating method, Proc. of XXV Congress of IAHR, Vol.I, pp. 217-224, 1993.  
11 Ikebuchi, S., E. Nakakita, K. Kakimi, and T. Adachi: Accuracy of space and time average estimation on precipitation 

by using satellite data, Proc. of International Symposium on HEIFE, pp.216-226, 1993.  
12 Ikebuchi, S., E. Nakakita, K. Takara, M. Shiiba, and T. Takasao: A Review of related research on flood runoff 

forecasting, Proc. of Workshop on Observations/Forecasting of Meso-Scale Severe Weather and Technology of 
Reduction of Relevant Disasters, Japan Meteorological Agency, pp.205-216, 1993.  

13 Yoshino, F., N. Onodera, K. Matsukura, K. Hukami, A. Yoo, and E. Nakakita: Rainfall observation by radar, 
Research and Practice of Hydraulic Engineering in Japan, Special Issues, No. SI-3, Hydrology, Journal of 
Hydroscience and Hydraulic Engineering, pp.1-25, 1993.  

14 Yamada, Tadashi, Tika. Oki, Eiichi Nakakita, and Michiharu Shiiba : Rainfall mechanism and prediction, Research 
and Practice of Hydraulic Engineering in Japan, Special Issues, No. SI-3, Hydrology, Journal of Hydroscience and 
Hydraulic Engineering, pp.27-82, 1993.  

15 中北英一・足立琢也・池淵周一：地表面水蒸気フラックスが降雨分布に与える影響に関する基礎的検討,土
木学会水工学論文集, 第38巻，pp.25-32, 1994.  

16 Takasao, Takuma, Michiharu Shiiba, and Eiichi Nakakita: A Real-time estimation of the accuracy of short-term 
rainfall prediction using radar, K.W. Hipel(ed.), Stochastic and Statistical Methods in Hydrology and Environmental 
Engineering, Vol.2, pp.339-351, 1994.  

17 大石 哲・木谷有吾・中北英一・池淵周一：２次元積雲モデルを用いた降水過程における鉛直上昇流の影

響に関する研究,土木学会水工学論文集, 第39巻, pp.255-260, 1995.  
18 中北英一・杉本聡一郎・池淵周一・中村徹立・奥田昌弘・山路昭彦・高棹琢馬：３次元レーダーおよびGPV

データを用いた短時間降雨予測手法,土木学会水工学論文集, 第40巻, pp.303-308, 1996.  
19 矢島 啓・池淵周一・中北英一：ＰＭＰ推定のための豪雨ポテンシャルの地域評価,土木学会水工学論文集, 

第40巻, pp.285-290, 1996.  
20 中川勝広・中北英一・池淵周一・佐藤 亨・Baxter E. Vieux・高棹琢馬：降雨の３次元構造を考慮したレ

ーダー雨量推定手法の構築,土木学会水工学論文集, 第40巻, pp.297-302, 1996.  
21 藤野 毅・浅枝 隆・中北英一：市街地スケール都市気象モデルによる風・熱環境評価の検討,土木学会水
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工学論文集, 第40巻, pp.231-236, 1996.  
22 矢島 啓・辻 基宏・池淵周一・中北英一：積雲対流モデルを用いた短時間可能最大降水量（PMP）推定

手法の検討,水文・水資源学会誌, 第9巻, 第2号, pp.143-152, 1996.  
23 Nakakita, E., S. Ikebuchi, T. Nakamura, M. Kanmuri, M. Okuda, A. Yamaji and T. Takasao: Short-term rainfall 

prediction method using a volume scanning radar and GPV data from numerical weather prediction, Journal of 
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